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§１．研究成果の概要 

 

ソフトマテリアルに代表される架橋高分子（ゲル・エラストマー）は、学術的な研究対象だけでなく、

工業的応用の観点からも注目されている。一次構造の精密制御ができる分岐ポリマーを連結する

ことで高い均一性（材料全体でトポロジーが均一）を有する架橋高分子の開発が近年盛んに進ん

でいる。本年度は、1)高分子修飾剤を用いたアプローチと、2)動的な結合交換を利用したアプロー

チの 2 つの手法を用いて、均一な架橋構造を有する架橋高分子の合成手法の開発に成功した。

また、3)環状高分子が機械的に連結した空間連結型の架橋高分子の合成についても一部その合

成に成功した。 

1) 高分子修飾剤を用いたアプローチでは、同一分子内にイソシアネート基とマレイミド基を有す

る p-マレイミドフェニルイソシアネートで修飾した高分子を用いて均一な化学ゲルを合成する手法

の開発に成功した。本修飾法は、高分子理論に立脚した高い均一性を有するゲル・エラストマー

の機能材料としての発展に大きく寄与するものと期待している。 

2) 動的な結合交換を利用したアプローチでは、「末端を有する直鎖状高分子」と「末端を有さな

い環状高分子」の反応性の違いを利用することで、効率よく環状高分子、8 の字型高分子をそれぞ

れ合成する手法の開発に成功した。得られた 8 の字型の高分子の動的な特性を利用することで、

8 の字型高分子と架橋高分子間の可逆的なトポロジー変換とトポロジー変換に伴う顕著な力学物

性の変化を達成した。 

3) 加熱によりバルク条件で重合が進行する「液体状」の動的な環状分子の合成に成功した。バ

ルク条件で環状分子の重合を進行させることで、一部空間的に連結した高分子を得ることにも成

功した。 
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